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安
倍
晋
三
内
閣
は
、
「
桜
を
見
る
会
」
の
二
千
十
三
～
十
七
年
度
の
五
年
分
の
招
待
者
名
簿
に
つ
い
て
、
公
文
書
管
理
法
が

義
務
づ
け
る
行
政
文
書
の
管
理
簿
へ
の
記
載
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
該
招
待
者
名
簿
に
つ
い
て
、
公
文
書
管
理
法

が
義
務
づ
け
る
行
政
文
書
の
廃
棄
簿
へ
の
記
載
も
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

「
桜
を
見
る
会
」
の
二
千
十
三
～
十
七
年
度
の
五
年
分
の
招
待
者
名
簿
に
つ
い
て
、
公
文
書
管
理
法
が
義
務
づ
け
る
行
政

文
書
の
管
理
簿
へ
の
記
載
を
行
わ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。 

二 

菅
義
偉
官
房
長
官
は
一
月
十
日
の
記
者
会
見
で
、
「
桜
を
見
る
会
」
の
二
千
十
三
～
十
七
年
度
の
五
年
分
の
招
待
者
名
簿

に
つ
い
て
公
文
書
管
理
法
が
義
務
づ
け
る
行
政
文
書
の
管
理
簿
へ
の
記
載
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
公
文
書
管
理
法
違
反
に

あ
た
る
こ
と
を
認
め
、
現
職
の
内
閣
府
人
事
課
長
を
は
じ
め
、
歴
代
の
人
事
課
長
六
名
を
一
月
十
七
日
に
厳
重
注
意
処
分
と

し
た
が
、
公
文
書
管
理
法
違
反
を
し
た
者
が
誰
な
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
今
般
の
公
文
書
管
理
法
違
反
を
犯
し

た
責
任
者
と
担
当
者
は
こ
の
六
名
の
他
に
い
な
い
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

「
桜
を
見
る
会
」
の
二
千
十
三
～
十
七
年
度
の
五
年
分
の
招
待
者
名
簿
に
つ
い
て
、
公
文
書
管
理
法
が
義
務
づ
け
る
行
政

文
書
の
廃
棄
簿
へ
の
記
載
を
行
わ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。 



 

２ 

 

四 

菅
義
偉
官
房
長
官
は
一
月
十
日
の
記
者
会
見
で
、
「
桜
を
見
る
会
」
の
二
千
十
三
～
十
七
年
度
の
五
年
分
の
招
待
者
名
簿

に
つ
い
て
公
文
書
管
理
法
が
義
務
づ
け
る
行
政
文
書
の
廃
棄
簿
へ
の
記
載
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
公
文
書
管
理
法
違
反
に

あ
た
る
こ
と
を
認
め
、
現
職
の
内
閣
府
人
事
課
長
を
は
じ
め
、
歴
代
の
人
事
課
長
六
名
を
一
月
十
七
日
に
厳
重
注
意
処
分
と

し
た
が
、
公
文
書
管
理
法
違
反
を
し
た
者
が
誰
な
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
今
般
の
公
文
書
管
理
法
違
反
を
犯
し

た
責
任
者
と
担
当
者
は
こ
の
六
名
の
他
に
い
な
い
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

政
府
は
、
二
千
二
十
年
度
の
「
桜
を
見
る
会
」
の
中
止
を
表
明
し
た
が
、
二
千
二
十
一
年
度
以
降
に
は
「
桜
を
見
る
会
」

の
再
開
を
目
指
す
の
か
。 

六 

廃
棄
簿
に
記
載
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
「
桜
を
見
る
会
」
の
二
千
十
三
～
十
七
年
度
の
五
年
分
の
招
待
者
名
簿
に
つ
い

て
廃
棄
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
政
府
が
二
千
二
十
一
年
度
以
降
に
「
桜
を
見
る
会
」
の
再
開
を
目
指
す
の
で
あ
れ

ば
、
「
桜
を
見
る
会
」
の
実
施
に
か
か
る
問
題
点
を
正
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
「
桜
を
見
る
会
」
の
二

千
十
三
～
十
七
年
度
の
五
年
分
の
招
待
者
名
簿
を
探
し
出
し
て
、
問
題
点
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の

見
解
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


